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注意 

・試験開始の合図があるまで、問題冊子を開けないでください。 

・問題用紙は試験終了後に回収しますが、試験中は余白をメモとして使用してもかまいません。 

・各専門領域の問題は 2 題もしくは 2 題選択となっていますので、それぞれ解答してください。 

・解答時間は 2 課題で 60 分です。 

・問題は専門領域で分かれています。健康増進・予防領域及び助産学領域を志望する者は 1 ペー 

ジ目を、心身機能回復領域を志望する者は 2 ページ目を、医療・マネジメントエグゼクティブ領域 

を志望する者は 3・4 ページ目を参照してください。 

・助産学領域を志望する場合、必須問題は必ず解答してください。 

・参考資料の持込は不可です。 

・試験終了後はすべての用紙を回収します。 
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次の問題番号 1～3 から課題を 2 つ選んで解答してください。また、1 つの課題について、1 枚

の解答用紙を用いて解答してください。 

 

【問題番号１】 

日本の死因の第一位は「がん」である。現在のがん医療の課題について、あなたの意見を述べて

ください。 

 

【問題番号２】 

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設等の社会福祉施設に勤務する医療職の役割につ

いて、医療機関に勤務する医療職の役割との相違を述べてください。 

 

【問題番号３】 助産学領域 必須問題  

不妊症が増加している背景と、その背景に対する看護の役割についてあなたの考えを述べてく

ださい。 

 

 

 

＊問題は以上です＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康増進・予防領域  助産学領域 
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次の問題番号 4～8 から課題を 2 つ選んで解答してください。また、1 つの課題について、1 枚

の解答用紙を用いて解答してください。解答用紙に書ききれない場合は、裏面に記入してもかまいま

せん。 

 

【問題番号４】 

身体障害領域で扱う上肢機能に関する評価法を 1 つ取り上げ、その適応対象と臨床的価値につ

いて述べてください。 

 

【問題番号５】 

高次脳機能障害について関心のある臨床的あるいは社会的な課題を取り上げ、その課題を解決

するための研究デザインを説明してください。 

 

【問題番号６】 

出産後の母体に生じる身体的トラブルを 1 つ挙げ、予防または改善のための理学療法介入方法

（生活指導も含む）について説明してください。 

 

【問題番号７】 

動作障害を有する者に用いる外的手掛かりの種類とその用い方について説明してください。 

 

【問題番号８】 

スポーツ理学療法の目的とされる「Return To Play」および「Prevent Of Injury」の 2 つの用

語に関して説明してください。 

 

 

 

＊問題は以上です＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心身機能回復領域 
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次の問題番号 9～10 について全て解答してください。 

 

【問題番号９】 

次の各文は、我が国の医療・保健・介護等に関して述べられたものである。内容が正しいものに

は「〇」を、間違っているものには「×」を解答用紙に記入してください。 

 

1. 高齢者の割合が多い集団では、粗死亡率より年齢調整死亡率が高く算出される。（  ） 

2. わが国の従属人口指数は、上昇傾向にある。（  ） 

3. 国民健康保険は、被用者保険である。（  ） 

4. 要支援者は、介護保険の給付の対象となる。（  ） 

5. 病院の病床は、一般病床と精神病床の 2種類に分類されている。（  ） 

6. 合計特殊出生率により、将来人口の増減が予測できる。（  ） 

7. 利用者は、自ら介護保険サービスを選択することができる。（  ） 

8. 脳血管疾患死亡数の約半数は、脳内出血による死亡である。（  ） 

9. ヒト・パピローマウイルスは子宮頸がんのリスクを高める。（  ） 

10. 人口動態統計で死亡率がわかる。（  ） 

11. わが国では、第二次世界大戦後、粗死亡率が低下し続けている。（  ） 

12. 国勢調査は、人口動態統計の一つである。（  ） 

13. 慢性閉塞性肺疾患（COPD）の主たる原因は喫煙である。（  ） 

14. 心疾患は死因別死亡率の第２位である。（  ） 

15. 総人口に占める生産年齢人口の割合は、低下傾向にある。（  ） 

16. 患者調査によると、糖尿病の外来受療率は、高血圧性疾患より高い。（  ） 

17. 合計特殊出生率は、15～49歳の女性の年齢別出生率をもとに算出されている。（  ） 

18. WHO（世界保健機関）の本部はニューヨークにある。（  ） 

19. 悪性腫瘍（悪性新生物）の粗死亡率は、上昇傾向にある。（  ） 

20. 喫煙による健康影響の 1つに、「生まれてくる子供の出生体重の低下」がある。（  ） 

21. 被用者保険においては、事業主が保険料を全額負担する。（  ） 

22. 市町村が介護保険制度の保険者である。（  ） 

23. オタワ宣言のヘルスプロモーションは、個人の受動的な活動である。 （  ） 

24. 食物繊維は、すい臓がんのリスクを高める。（  ） 

25. 水俣病、第二水俣病、イタイイタイ病、四日市ぜんそくを四大公害病という。（  ） 

26. 日本国憲法第 25条第 2項は、「国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び

公衆衛生の向上及び増進に努めなければならない。」と述べている。（  ） 

27. 先進国の中でわが国の結核罹患率は高い。（  ） 

 

 

医療・マネジメントエグゼクティブ領域 
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28. 肥満は、虚血性心疾患のリスクファクターである。（  ） 

29. 居宅サービスには、保険給付の上限額が定められていない。（  ） 

30. 介護保険の被保険者は国である。（  ） 

31. 幼稚園児は、学校保健活動の対象には含まれない。（  ） 

32. 悪性黒色腫はアスベスト（石綿）との関連が明らかな悪性腫瘍である。（  ） 

33. 保健所は、地域における健康危機管理の拠点として位置づけられている。（  ） 

34. 特定健康診査・特定保健指導で BMIが 25以上であれば保健指導の対象となる。（  ） 

35. 介護保険では第 2号被保険者は、40歳以上の者が該当する。（  ） 

36. 一般病院の数は減少傾向にある。（  ） 

37. 医療法には、病院・診療所の開設や管理に関することが定められている。（  ） 

38. 無重力環境では、骨量が増加する。（  ） 

39. オゾン層の破壊は、紫外線の増加による皮膚がんの増加と関係がある。（  ） 

40. 平均寿命は、その年に死亡した者の年齢を平均して算出する。（  ） 

41. 開発途上国は、感染症と生活習慣病の両者を健康問題として抱えている。（  ） 

42. 保健所は精神保健に関する業務を行っている。（  ） 

43. 60歳以上の自殺の動機としては、経済・生活問題が一番多い。（  ） 

44. 男性の悪性腫瘍の部位別死亡数では、肺が第 1位である。（  ） 

45. 日本の人口千人当たりの精神病床数は、欧米より少ない。（  ） 

46. 本人が入院に同意しない場合でも精神障害者が自傷他害の恐れがある場合 3 日以内ならば緊

急措置入院が行われる。（  ） 

47. ヘリコバクター・ピロリは胃がんのリスクを高める。（  ） 

48. 保健所は地域保健法に基づいて設置されている。（  ） 

49. 特定機能病院は、特定疾病患者の治療を目的とする。（  ） 

50. 病床整備は、２次医療圏を基本に進められている。（  ） 

 

 

 

【問題番号１０】 

少子高齢化が進む中、日本の介護問題は益々深刻化している。その状況をふまえ次の問いに解答

してください。 

 

① 我が国が直面している介護問題の具体例を一つ挙げてください。 

② ①について詳しく説明してください。 

③ その問題を解決するための策を提案し、それについて詳しく説明してください。 

 

 

 

＊問題は以上です＊ 

 

 

 


